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★2 1. 表土層（1a. 表土・耕作土 / 1b. 暗褐色土層）
2. 褐色ローム層（2a. Nt-I･S を含む明褐色ローム層 / 2b. 明褐色ローム層 )
3. 硬質黄褐色ローム層（3a. 硬質黄褐色ローム層 / 3b. 硬質明黄褐色ローム層 )
4. 褐色ローム層（4a. 褐色ローム層 / 4b. 軟質褐色ローム層）
5. イモ石を含む軟質褐色ローム層
6. 硬質黄褐色ローム層



































































































   ローム粒を少量含む。耕作土。
ｂ：黒褐色土（Hue10YR 3/1）。粘性弱く、しまりやや弱い。
   ローム粒を多量含む。耕作土。
ｃ：暗褐色土（Hue10YR 3/3）。粘性弱く、しまりやや強い。
   ローム塊を多量含む。炭化物を含む。
ｄ：黒褐色土（Hue10YR 2/2）。粘性やや弱く、しまりやや強い。







































   ローム粒を少量含む。赤色スコリアをわずかに含む。
   炭化物を含む
ｂ：黒褐色土（Hue10YR 2/2）。粘性弱く、しまりやや弱い。
























No. 出土位置 器種 部位 型式 施文 施文 2 文様 地紋 調整 胎土 焼成
1 SX11 深鉢 胴部 大木 2a式 格子目状撚糸紋 なで












4 SX11 深鉢 口頚部 浮島Ⅰ式？ 条線 櫛歯状工具 口縁部文様帯内弧線文？ RL？ ミガキ 良好
5 SX11 深鉢 口頚部
諸磯 b式
or浮島式
平行沈線紋 幅７㎜ 弧線文 ミガキ









幅 6㎜ 文様帯区画文 ミガキ







9 P27 深鉢 口頚部 黒浜式？ 爪形文 幅 4㎜ 文様帯区画文 ナデ
10 D2-01 深鉢 胴部上半 大木 2b 式 貼付紋 剥落痕のみ 垂下する蕨手文？ 「S字状連鎖沈文」？ なで 繊維 悪い




12 D2-01 深鉢 口縁部 諸磯 a式 平行沈線紋 幅 4㎜ 口縁部文様帯上端区画文 なで




14 調査区外 深鉢 口頚部 浮島Ⅱ式
平行沈線紋＋爪形紋
(ロッキング手法 )
平 4㎜、爪 11㎜ 口縁部文様帯区画文 なで
15 D2-01 深鉢 口頚部
諸磯 b式
(中 2～新 )
平行沈線紋 幅 6㎜ 口縁部文様帯区画文？ なで































































































































































地点 試料 bw(cl) bw(pb) bw(br) 　　md pm(sp) pm(fb) 軽鉱物 重鉱物 その他 　合計
D2-25トレンチ南壁
2 10 0 0 4 0 0 44 122 70 250
4 6 0 0 2 0 1 48 120 73 250
5 11 0 0 9 4 0 41 74 111 250
6 10 0 0 2 0 0 41 86 111 250
7 3 0 0 2 0 0 39 138 68 250
8 4 0 0 2 0 0 42 47 155 250
9 2 0 0 1 0 0 40 33 174 250
10 0 0 0 2 3 1 53 30 161 250
12 0 0 0 1 0 0 46 34 169 250
14 0 0 0 5 10 1 54 27 153 250


















地点  　試料 　　ol 　　opx 　　cpx 　am 　　bi 　opq その他 合計












































































2018）。その計測値を、産業技術総合研究所が提供する岩石標準試料（Imai et al. 1996）で作成
した検量線を使ってウラン、トリウム、カリウムの濃度を求めた。そして、放射線量への換算式
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